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Research Abstract 8-hydroxy-2'-deoxyguanosine (8-OHdG)はDNAの構成成分である2'-deoxyguanosine (dG)が酸化されることにより⽣成される物質である。8-OHdGが⽣成
するとDNA→RNAが発現する等⽣体に悪影響を及ぼすため⽣体は損傷したDNAを修復する機構をもっており、修復過程の結果、8-OHdGは正常なdGに置き換え
られ、⾎中に排出される。8-OHdGは、⽐較的安定な物質であり、体内で分解されることなく、最終的に尿中に排出される。このように、尿中に存在する8-
OHdGは⽣体内での酸化ストレスと密接に関係している。従って、尿中の8-OHdGの存在量を測定することは、⽣体がどの程度酸化ストレスにさらされている
か、ひいては⽼化の程度、疾病の有無等を間接的に評価することにつながる。現在、この8-OHdGは免疫学的測定法を⽤いて測定することが可能である。しかし
この測定素⼦である抗体は熱、pHに対し不安定な性質を持ち、測定環境には制約がある。そこで本研究室では8-OHdGの測定素⼦として⽣体材料であるDNAア
プタマーを⽤いる⽅法に注⽬した。DNAアプタマーは特定の分⼦と結合できる⼀本鎖のDNAの総称である。⼀般にDNAは⽣体内では⼆本鎖で存在し⼆重らせん
構造を形成するが、⼀本鎖のDNAは様々な⾼次構造を形成することが知られており、この⾼次構造の様々な⽴体構造が分⼦との結合に関与していると考えられ
ている。DNAアプタマーは、その分⼦の性質上、環境変化に安定であり、⼤量合成も容易である。これらの性質は熱、pHに不安定な抗体や酵素などのタンパク
質と⽐較して有利である。本研究では8-OHdGを認識するDNAアプタマーの選抜とその機能評価、及びバイオセンサーのセンサ素⼦への応⽤を⽬的とし研究を
⾏っている。これまでに我々は8-OHdGを認識するDNAアプタマーの選抜に成功し、その配列を特定した。そこで本研究では特定された配列について、
BLACORE、蛍光偏光法及び限外ろ過の原理を⽤いて機能評価を⾏った。その結果、Sequence Qと命名した配列に8-OHdGに対して強い親和⼒を⽰すデータが
得られた。またSequence Qについて8-OHdGと構造が類似したdGに対しては結合を⽰すデータは得られなかった。このことからSequence Qの8-OHdGに対す
る親和性は特異的なものであると考えられる。さらにCDスペクトル解析を⽤いてSequence Qの構造解析を試みたがG-カルテット構造を⽰すようなスペクトル
は得られなかった。
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